
　

私
が
参
加
し
て
い
る
Ｃ
Ｎ

Ｋ
│
Ｍ
Ｌ
（
中
野
一
司
先
生

の
メ
ー
リ
ン
グ
サ
イ
ト
）
で

在
宅
医
療
に
関
わ
る
沢
山
の

医
療
者
の
方
々
の
声
が
飛
び

交
っ
て
お
り
、
が
ん
患
者
と

し
て
自
分
の
行
く
末
に
つ
い

て
も
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え

さ
せ
ら
れ
る
事
が
多
い
。
そ

の
場
で
沢
山
の
本
が
紹
介
さ

れ
、
最
近
つ
い
買
っ
て
し
ま

っ
た
本
が
数
冊
あ
る
。

・
小
澤
竹
俊
先
生
の
「
死
を

前
に
し
た
人
に
あ
な
た
は

何
が
出
来
ま
す
か
？
」

・
二
ノ
坂
康
保
喜
先
生
の
「
逝

く
ひ
と
に
学
ぶ
」

・
上
野
秀
樹
先
生
の
「
認
知

症

医
療
の
限
界
、
ケ
ア

の
可
能
性
」

・
中
野
一
司
先
生
の
「
続
在

宅
医
療
が
日
本
を
変
え

る
」
（
拝
受
）

・
森
田
洋
之
先
生
の
「
破
綻

か
ら
の
軌
跡
」

・
大
熊
由
紀
子
先
生
の
「
誇

り
・
味
方
・
居
場
所
」

・
上
野
千
鶴
子
先
生
の
「
ケ

ア
の
カ
リ
ス
マ
た
ち
」
な

ど
な
ど
（
拝
受
）

　

中
野
先
生
、
上
野
先
生
、

森
田
先
生
は
、
既
に
地
元
益

田
市
に
お
呼
び
し
て
い
る
。

ど
の
先
生
と
も
面
識
が
有
る

の
で
、
尚
更
読
み
た
く
な
る
。

患
者
に
と
っ
て
都
合
の
い
い

こ
と
ば
り
書
い
て
あ
る
と
は

限
ら
な
い
か
ら
と
い
う
気
持

ち
に
も
な
り
読
み
漁
っ
た
。

　

先
日
も
看
護
学
生
の
が
ん

サ
ロ
ン
見
学
で
、
小
澤
竹
俊

先
生
の
著
書
「
死
を
前
に
し

た
人
に
あ
な
た
は
何
が
出
来

ま
す
か
」
か
ら
、
あ
る
セ
ン

テ
ン
ス
を
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
研
修
で
使
っ
て
見
た
が

大
成
功
だ
っ
た
。
さ
ら
に
森

田
洋
之
先
生
の
「
破
綻
か
ら

の
軌
跡
」
は
市
行
政
へ
危
機

感
を
持
っ
て
事
に
あ
た
る
提

言
に
活
用
し
て
い
る
。
夕
張

市
の
記
録
が
多
く
地
元
市
民

に
危
機
感
を
持
っ
て
ほ
し
か

っ
た
か
ら
だ
。

　

渋
谷
長
寿
健
康
財
団
の
大

田
浩
右
先
生
か
ら
１
冊
の
書

籍
が
届
い
た
。「
進
行
が
ん
、

ス
テ
ー
ジ
４
で
も
怖
く
な

い
」
。
だ
が
そ
の
先
生
と
は

全
く
面
識
が
な
い
。
誰
か
仲

間
が
私
の
こ
と
を
教
え
て
く

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
私

と
同
じ
膀
胱
が
ん
を
患
い
、

闘
病
さ
れ
寛
解
中
と
の
こ

と
。
医
師
の
視
点
と
患
者
視

点
と
は
ど
の
よ
う
に
違
う

か
。
興
味
が
あ
り
、
一
気
に

読
み
終
え
た
。
第
一
に
感
じ

た
こ
と
は
、
こ
ん
な
主
治
医

で
あ
っ
た
な
ら
患
者
は
ど
ん

な
に
有
難
い
か
。
医
師
選
び

が
大
切
と
か
、
リ
ン
パ
球
を

減
ら
さ
な
い
よ
う
に
と
か
、

患
者
本
人
の
基
本
道
理
の
努

力
が
大
切
な
ど
闘
病
す
る
心

構
え
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

「
患
者
自
身
が
主
治
医
」
の

つ
も
り
で
病
気
に
向
き
合
う

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

患者が変われば医療が変わる

医療が変われば　域が変わる地
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